相似の証明
【１】仮定から等しいとわかる辺・角にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しるし),印)をつける。（理由が必要）

　　　このとき、結論は使ってはいけない。

　　　　
×なんとなく同じっぽい


×同じに見える

　　理由の例
    
・仮定より


・共通だから


・対頂角だから


・ℓ//ｍで錯角が等しいから


・ℓ//ｍで同位角が等しいから


・弧ABの円周角だから


・中点連結定理より

【２】相似条件のうちどれを使うかを確認する。

　　　相似条件
①３組の辺の比がすべて等しい


②２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい


③２組の角がそれぞれ等しい　　　←この相似条件がよく使われる
【３】証明を書く







相似の証明①（基礎）
(1)下の図でBC//DEのとき△ABC∽△ADEとなることを証明しなさい。
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(２)下の図でBC//DEのとき△ABC∽△ADEとなることを証明しなさい。
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(3)下の図で△ACE∽△DBEとなることを証明しなさい。
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相似の証明②（基礎）
（４）下の図でAB＝ACの二等辺三角形の辺AC上にBC＝BDになるように点Ｄをとる。

　　このとき、△ABC∽△BCDとなることを証明しなさい。


（５）下の図で正方形ABCDの辺BC上に点Ｐをとり、対角線ACとの交点をQとし、点Qを
　　通り線分DPと垂直に交わる直線をひき，辺BCをCの方向に延ばした直線との交点をR
　　とする。このとき、△DPC∽△RPQであることを証明せよ。
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相似の証明③（基本）
（６）下の図で，AB＝ACである二等辺三角形ABCで，線分AMは，辺BCの中点Mと

　　頂点Aを結び、この三角形を，辺ACが線分AMと重なるように折り，折ったあとの頂点C
　　の位置をD，折り目の線をAEとしますこのとき、△DEM∽△BAMを証明しなさい。
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（７）下の図で点ＡとＥ、ＢとＤを線で結ぶとき、△AEC∽△BDCとなることを証明しなさい。
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相似の証明④（応用）
（８）下の図の△ABCは，3点A，B，Cを同じ円周上にとったもので，AB＝ACの二等辺三角

　　形である。点Aをふくむ弧BCを除いた円周上に点Pをとり，線分APと線分BCとの

　　交点をQとする。このとき△ABQ∽△APBとなることを証明しなさい。
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（９）下の図の長方形ＡＢＣＤで、EDを折り目として頂点AがBC上にくるように折り、頂点

　　Aが移った点をＦとする。このとき△EBF∽△FCDとなることを証明しなさい。


相似の証明⑤（応用）
（10）下の図のように円周上の3点A，B，Cを頂点とする△ABCがある。点Aをふくまない

　　　方の弧BC上に点Dをとり，点Bを通りDCに平行な直線と円との交点をEとし，BE
　　　とADの交点をFとする。このとき，△ABF∽△ACEを証明しなさい。
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（11）下の図において，4点A，B，C，Dは円Oの円周上の点であり，BA＝BCである。

　　　点Aを通りBDに平行な直線と円Oとの交点をEとする。ACとBEとの交点をFと

　　　する。このとき、△ABD∽△BFCであることを証明しなさい
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相似の証明⑥（応用）
（12）下の図において，△ABCはAB＝ACの二等辺三角形で、点P、Qはそれぞれ辺AB、

　　　BC上にあり、∠ACQ＝∠AQPである。このとき、△AQC∽△QPBであることを証明

　　　しなさい。

（１３）下の図は正三角形ABCを頂点Ａが辺BC上の点Rに重なるように、線分PQを折り目

　　　として折ったときの図である。このとき、△PBR∽△RCQとなることを証明せよ。


解答例

（１）
△ABCと△ADEで


共通だから　∠BAC＝∠DAE…①


BC//DEで同位角が等しいから、∠ABC＝∠ADE…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、


△ABC∽△ADE

（２）
△ABCと△ADEで


対頂角だから　∠BAC＝∠DAE…①


BC//DEで錯角が等しいから、∠ABC＝∠ADE…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、


△ABC∽△ADE

（３）
△ACEと△DBEで


対頂角だから、∠AEC＝∠DEB…①


弧BCに対する円周角だから、∠CAE＝∠BDE…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、


△ACE∽△DBE

（４）
△ABCと△BCDで


AB＝ACより、∠ABC＝∠DCB…①


BC＝BDより、∠BCA＝∠CDB…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、


△ABC∽△BCD

（５）
△DPCと△RPQで


共通だから、∠DPC＝∠RPQ…①


ABCDは正方形だから、∠DCP＝90°


また、仮定より∠RQP＝90°


よって、∠DCP＝∠RQP…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、


△DPC∽△RQP

（６）
△DEMと△BAMで


対頂角だから、∠DME＝∠BMA…①


AB＝ACより∠ABM＝∠ACE


また、△ACE≡△ADEなので、∠ACE＝∠ADE…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、


△DEM∽△BAM

（７）
△AECと△BDCで


共通だから∠ACE＝∠BCD…①


弧DEに対する円周角だから、∠EAC＝∠DBC…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、


△AEC∽△BDC

（８）
△ABQと△APBで


弧BPに対する円周角だから、∠BAQ＝∠PAB…①


AB＝ACより∠ABQ＝∠ACB


また、弧ABに対する円周角だから、∠ACB＝∠APB


だから、∠ABQ＝∠APB…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、


△ABQ∽△APB

（９）
△EBFと△FCDで


ABCDは長方形だから、∠EBF＝∠FCD＝90°…①


△EBFで　∠BEF＝180°－90°－∠EFB


線分BCで∠CFD＝180°－90°－∠EFB


よって、∠BEF＝∠CFD…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、


△EBF∽△FCD

解答例

（１０）
△ABFと△ACEで

　　　
弧AEに対する円周角より、∠ABF＝∠ACE…①

　　　
弧BDに対する円周角より、∠BAF＝∠BCD

　　　
また、BE//DCで錯角が等しいから、∠BCD＝∠CBE

　　　
また、弧CEに対する円周角より、∠CBE＝∠CAE

　　　
よって、∠BAF＝∠CAE…②

　　　
①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、△ABF∽△ACE

（１１）
△ABDと△BFCで


弧ABに対する円周角より、∠ADB＝∠BCF…①


BA＝BCより、∠BAC＝∠BCA

　　　　　　また、弧ABに対する円周角より、∠BCA＝∠BEA

　
また、AE//BDより錯角が等しいから、∠BEA＝∠FBD


よって、∠BAC＝∠FBD


弧CDに対する円周角より、∠CAD＝∠CBD


∠BAD＝∠BAC＋CAD、∠FBC＝∠FBD＋∠CDBより


∠BAD＝∠FBC…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、△ABD∽△BFC

（１２）
△AQCと△QPBで


AB＝ACより、∠ACQ＝∠QBP…①


線分BCで∠AQC＝180°－∠AQP－∠PQB


△QPBで∠QPB＝180°－∠AQP－∠PQB


よって∠AQC＝∠QPB…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、△AQC∽△QPB

（１３）
△PBRと△RCQで


△ABCは正三角形だから、∠PBR＝∠RCQ…①


線分BCで∠BRP＝180°－∠PRQ－∠QRC


△RCQで∠CQR＝180°－∠PRQ－∠QRC


よって∠BRP＝∠CQR…②


①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、△PBR∽△RCQ
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△　　　　　　と△　　　　　　　　で


　　　　　　　　　　　　　なので


　　　　　　　　　　＝　　　　　………①


　　　　　　　　　　　　　なので


　　　　　　　　　　＝　　　　　………②


　　　　　　　　　　　　　なので


　　　　　　　　　　＝　　　　　………③


①、②、③から　　　　　　　　　　　　　　　　がそれぞれ等しいので


　△　　　　　　　　∽△
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